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臨
時
議
会

平
成
二
十
三
年
第
一
回
臨
時
議
会
は
、

一
月
十
七
日
招
集
さ
れ
ま
し
た
。 

案
件
の
大
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 予

算

案

件

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
案
）
第
七
号
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
七
千
九
百
八
十
二
万
二
千
円
を
追
加

し
、総
額
五
十
二
億
八
千
七
百
九
十
四
万

二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。 

主
に
国
か
ら
の
き
め
細
か
な
交
付
金
、

住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
を
活

用
し
、魅
力
あ
る
観
光
資
源
情
報
発
信
事

業
、交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
、学
校
施

設
安
全
対
策
推
進
事
業
、町
中
央
公
民

館
耐
震
診
断
事
業
、町
中
央
公
民
館
図

書
室
等
整
備
事
業
、運
動
公
園
施
設
安

全
対
策
推
進
事
業
等
に
充
当
し
ま
す
。 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
案
）
第
二

号
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
五
千
七
百
万
円
を
追
加
し
、総
額
十

五
億
一
千
十
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。 

主
な
も
の
は
、一
般
被
保
険
者
、退
職

被
保
険
者
等
の
療
養
給
付
費
、高
額
療
養

費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
案
）第
二

　
号
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
千
七
百
九
十
万
三
千
円
を
追

加
し
、
総
額
一
億
五
千
三
百
九
十
三
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
 

主
に
現
在
借
り
入
れ
て
い
る
長
期
債
を

繰
上
償
還
し
低
い
利
率
に
借
り
換
え
る
た

め
、公
債
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
案
）
第
一
号

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
） 

既
定
の
予
算
総
額
に
、歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
六
千
七
百
三
万
九
千
円
を
追
加
し
、

総
額
三
億
四
千
八
百
七
十
三
万
七
千
円

と
な
り
ま
し
た
。 

現
在
借
り
入
れ
て
い
る
長
期
債
を
繰
上

償
還
し
低
い
利
率
に
借
り
換
え
る
た
め
、

公
債
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。 

そ
の
他
の
案
件
 

◆
吉
野
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

変
更
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　（
可
決
） 

高
齢
者
等
の
保
健
及
び
福
祉
の
向
上

及
び
増
進
を
図
る
た
め
、廃
校
舎
の
福
祉

施
設
転
用
事
業
を
計
画
に
追
加
す
る
も

の
で
す
。 

継
続
審
査
案
件
 

※
平
成
２２
年
１２
月
定
例
会
で
継
続
審
査

と
な
っ
た
議
案
の
審
議
結
果
 

◆
南
和
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

１
市
３
町
８
村
で
組
織
す
る
南
和
広
域

連
合
の
解
散
時
の
基
金
を
処
分
す
る
た
め
 

規
約
の
一
部
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

◆
南
和
広
域
連
合
の
解
散
に
つ
い
て

（
可
決
） 

南
和
広
域
連
合
の
解
散
に
つ
い
て
議
決

さ
れ
ま
し
た
。 

◆
五
條
・
吉
野
広
域
行
政
推
進
協
議
会

の
設
置
に
つ
い
て
　
　
　
　
　（
可
決
） 

１
市
３
町
８
村
で
、介
護
保
険
法
、障
害

者
自
立
支
援
法
に
関
す
る
事
務
等
を
共

同
処
理
す
る
た
め
、協
議
会
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。 

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

（
可
決
） 

介
護
認
定
審
査
会
委
員
、障
害
程
度

区
分
認
定
審
査
会
委
員
及
び
個
人
情
報

保
護
審
査
会
の
報
酬
並
び
に
費
用
弁
償

を
定
め
る
た
め
、条
例
の
一
部
が
改
め
ら

れ
ま
し
た
。 

◆
吉
野
町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会

の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例
を

制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　（
可
決
）

南
和
広
域
連
合
の
解
散
に
伴
い
、町
で

障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の
委
員
の

定
数
等
を
定
め
る
た
め
、条
例
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。 

◆
吉
野
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
 

 
（
可
決
）

南
和
広
域
連
合
の
解
散
に
伴
い
、町
で

介
護
認
定
審
査
会
の
委
員
の
定
数
等
を

定
め
る
た
め
、条
例
の
一
部
が
改
め
ら
れ

ま
し
た
。 

文
化
財
防
火
週
間

文
化
財
防
火
週
間
に
伴
う
 

文
化
財
防
火
週
間
に
伴
う
 

防
火
訓
練

防
火
訓
練
 

防
火
訓
練
 

１
月
２５
日
、大
寒
ら
し
く
雪
が
舞
い
散

る
厳
し
い
寒
さ
の
中
、平
成
２２
年
度
文
化

財
防
火
週
間
に
伴
う
防
火
訓
練
が
金
峯

山
寺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
訓
練
は
、奈
良
県
全
域
に
乾
燥
注

意
報
が
出
さ
れ
て
い
る
中
、境
内
の
建
物

か
ら
出
火
し
蔵
王
堂
に
飛
び
火
す
る
と
い

う
想
定
で
実
施
し
ま
し
た
。 

第
一
発
見
者
の
火
災
発
生
通
報
に
よ
っ

て
駆
け
つ
け
た
蔵
王
堂
自
衛
消
防
隊
が
１

１
９
番
通
報
す
る
と
と
も
に
、参
拝
客
の

避
難
誘
導
や
重
要
品
の
持
ち
出
し
を
行
い

ま
し
た
。 

ま
た
、今
回
初
め
て
の
訓
練
参
加
と
な

る
吉
野
山
自
主
防
災
会
も
、蔵
王
堂
内
か

ら
文
化
財
な
ど
重
要
品
の
持
ち
出
し
を

行
い
ま
し
た
。 

消
防
車
が
到
着
す
る
迄
の
間
、自
衛
消

防
隊
員
が
消
火
栓
に
ホ
ー
ス
を
つ
な
い
で

火
元
め
が
け
て
放
水
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、地
元
の
町
消
防
団
吉
野
山
分

団
、吉
野
広
域
消
防
本
部
の
消
防
車
が
次
々

と
現
場
へ
到
着
、指
揮
所
か
ら
の
指
示
に

よ
り
、火
の
元
め
が
け
て
放
水
を
開
始
し

ま
し
た
。 

毎
年
、１
月
２６
日
を「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

と
し
て
、こ
の
日
を
中
心
に
全
国
的
に
文

化
財
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

文
化
財
防
火
週
間
に
あ
わ
せ
て
蔵
王

堂
で
は
毎
年
防
火
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。 

今
回
は
、町
消
防
団
吉
野
山
分
団
と
吉

野
山
自
主
防
災
会
、吉
野
広
域
行
政
組

合
消
防
本
部
、そ
し
て
金
峯
山
寺
蔵
王
堂
 

自
衛
消
防
隊
が
協
力
し
て
こ
の
日
の
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

終
始
緊
迫
し
た
雰
囲
気
が
漂
う
中
、１０

分
程
度
で
鎮
火
し
、防
火
訓
練
が
終
了
し

ま
し
た
。 

訓
練
の
あ
と
、金
峯
山
寺
の
五
條
覚
堯

管
領
は「
吉
野
山
地
区
で
は
、過
去
２
回
文

化
財
が
火
災
に
よ
り
消
滅
し
て
い
ま
す
。

普
段
か
ら
防
災
の
意
識
を
高
め
、後
世
の

人
の
た
め
に
文
化
財
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

つ
づ
い
て
吉
野
広
域
行
政
消
防
本
部
堀

谷
消
防
長
は「
寒
い
中
の
訓
練
で
し
た
が
、

て
き
ぱ
き
と
し
た
対
応
に
心
強
い
と
思
い

ま
し
た
。
今
後
も
、文
化
財
の
火
災
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。」と
話
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、吉
野
山
自
主
防
災
会
島
田
副

会
長
は「
昨
年
自
主
防
災
会
を
立
ち
上
げ
、

今
回
初
め
て
の
訓
練
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

大
切
な
文
化
財
を
守
る
こ
と
を
肝
に
命
じ
、

活
動
し
て
い
き
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
を
し
、

訓
練
は
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。 

み
な
さ
ん
も
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

雪の中での防火訓練の様子

投票日 ４月１０日（日） 午前7時〜午後8時投票日 ４月１０日（日） 午前7時〜午後8時投票日 ４月１０日（日） 午前7時〜午後8時

奈良県議会議員選挙  奈良県議会議員選挙  

●投票について 
　この選挙で有権者として選挙人名簿に登録されている方は、平成３年４月１１日以前に生まれた方で、しかも平成２２年１
２月３１日以前から引き続き本町に住民登録されている方です。 
　なお、平成２２年１２月１０日以降に本町を転出して、県内他の市町村に平成２３年１月１日以降転入届をされた方で、しか
も投票当日まで当該市町村に引き続き住民登録をされている方は、当該市町村が発行する「引き続き住所を有している証
明書」を持参すれば、本町で投票することができます。 
　有権者の皆さんは、郵送された投票所入場券に記載された投票所で投票してください。 
　なお入場券が届かない場合は、町選挙管理委員会〔℡（３２）３０８１〕にお問い合わせください。 

●期日前投票について 
　仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭等で、４月１０日に投票に行けない方は期日前投票ができます。 

　◆期　日　 奈良県知事選挙 ３月 ２５日（金）～ ４月９日（土）

　　　   　   奈良県議会議員選挙 ４月 ２日（土）～ ４月９日（土）

　◆時　間　午前８時３０分から午後８時まで

　◆場　所　吉野町役場　１階　ロビー 

●不在者投票について 
　指定された病院や老人ホームなどに入院、入所中の方は、その病院などで不在者投票ができます。出張中の方も町選
挙管理委員会で不在者投票証明書の交付を受け、出張先などの市町村の選挙管理委員会で不在者投票ができます。 

●郵便による不在者投票について 
　介護保険の被保険者証に要介護５と記載のある方、または重度の身体障害者で法の規定に該当する方は、郵便により
不在者投票ができます。この場合には、選挙期日の４日前（４月６日）が投票用紙等の請求締切日となっていますので、できる
だけ早く請求してください。　 
　なお、郵便により不在者投票をする場合には、町選挙管理委員会が発行する郵便投票証明書が必要です。  

　法の規定に該当して郵便投票証明書の交付を受けることができるかどうか等詳しくは、町選挙管理委員会までお問い
合わせください。 

　任期満了による奈良県知事選挙が３月２４日に告示され、４月１０日に投票が行われる予定です。また、奈良県議会議

員選挙が４月１日に告示され、知事と同じく４月１０日に投票が行われる予定です。 

　私たちの意思を県政に反映させる大切な選挙ですので、よく聞き、よく考えて棄権することなく一票を投じてください。 

この一票　輝く未来の　奈良のため

奈 良 県 知 事 選 挙  奈 良 県 知 事 選 挙  


